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特 
集

町
立
津
南
病
院 

開
設
50
周
年

津
南
病
院
は
お
蔭
様
で
こ
の
11
月
１
日
で

満
50
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
立
津
南
病
院
が
、
開
設
さ
れ
て
か
ら
半

世
紀
、
ま
た
そ
の
前
身
で
あ
る
大
割
野
病
院

開
設
か
ら
数
え
る
と
70
年
と
い
う
長
き
に
わ

た
り
、
こ
の
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
諸
先
輩
方
並
び
に
関
係
各

位
の
ご
努
力
と
ご
尽
力
に
心
か
ら
深
く
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
津
南
病
院
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
昭
和
16
年
に
中
魚
沼
郡
医
療
利

用
購
買
組
合
連
合
会
「
大
割
野
診
療
所
」
開

設
、
昭
和
18
年
に
は
県
農
業
会
の
「
大
割
野

病
院
」
と
な
り
、
昭
和
30
年
の
市
町
村
合
併

を
経
て
昭
和
38
年
に
「
町
立
津
南
病
院
」
が

開
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
町
立

津
南
病
院
は
こ
の
半
世
紀
、
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
２
０
２
５

年
問
題
、医
師
・
看
護
師
不
足
の
問
題
等
々
、

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、是
非
と
も
、町
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

地
域
医
療
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度

に
魚
沼
基
幹
病
院
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、

県
立
十
日
町
病
院
も
一
部
開
院
と
な
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今

ま
で
以
上
に
近
隣
の
市
町
村
・
病
院
・
診
療

所
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
立
津
南
病
院
は
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
の
ご
協
力
を
戴
き
な
が
ら
、
と

も
に
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
50
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
改
め
て
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
諸
先
生
方
並
び
に
関

係
者
の
方
々
に
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
く
存
在
で
あ
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
願
い
、
50
周
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

津南町長

上村　憲司

町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
続
け
る
病
院

津南病院発足当時の外観
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50
周
年
記
念
に
際
し
ま
し
て
、
町
立
津
南

病
院
の
歴
史
と
津
南
町
町
民
の
方
々
の
健
康

意
識
に
つ
い
て
の
印
象
を
お
話
し
し
て
お
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

津
南
町
史
と
い
う
本
か
ら
引
用
し
ま
す
と
、

初
め
に
こ
の
地
域
に
医
療
施
設
が
で
き
た
の

は
、
明
治
18
年
の
中
魚
沼
病
院
芦
ケ
崎
出
張

所
で
、
そ
れ
が
谷
内
村
に
谷
内
病
院
と
し
て

発
足
し
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。
以
後
、

大
正
11
年
に
大
割
野
医
院
が
で
き
、
さ
ら
に

そ
れ
が
戦
時
下
の
昭
和
17
年
に
有
床
の
大
割

野
診
療
所
と
な
り
、
翌
年
大
割
野
病
院
と
改

称
。
昭
和
23
年
に
経
営
母
体
が
農
協
に
な

り
、
昭
和
27
年
に
は
50
床
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
38
年
に
現
在
と
同
じ
「
町
立
津
南

病
院
」
に
昇
格
し
病
床
数
も
１
２
８
床
に
増

え
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
数
え
て
今
年
が
50

年
と
い
う
節
目
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
地
域
の
医
療
を
支
え
て
き
た
歴
代
の

院
長
で
私
が
存
じ
上
げ
て
い
る
の
は
、
古
藤

津南病院長

石川　眞一郎

自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
守
る
町

先
生
か
ら
で
す
。
実
は
、
私
の
母
校
で
あ
る

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
（
以
下
慈
恵
医
大
）

と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
た
の
が
、
こ
の
古
藤

先
生
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
慈
恵
医
大

の
永
野
先
生
と
古
藤
先
生
と
の
間
に
親
交
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
大
学
か
ら
医
師
の
派

遣
が
始
ま
り
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
昭
和
58
年
に
20
周
年
を
記
念
し

た
折
に
古
藤
院
長
が
僻
地
無
医
村
で
あ
っ
た

こ
の
地
域
に
、
長
い
歳
月
を
経
て
町
立
病
院

が
創
立
で
き
た
こ
と
の
感
慨
を
寄
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
50
周
年
を
迎
え
た
今
も
そ
の
言

葉
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
が
こ
の
地
域
で
診
療
に
携

わ
っ
て
き
た
印
象
で
す
が
、
医
療
過
疎
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
町
民

の
方
々
が
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

下
の
図
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
津
南
町
の
方
々
の
平
均
寿
命
の
県
内

ラ
ン
キ
ン
グ
の
推
移
で
す
。
私
が
赴
任
し

た
１
９
９
２
年
以
降
に
、
男
性
は
43
位
か

ら
漸
く
一
桁
に
な
り
、
女
性
は
４
位
か
ら

２
０
０
５
年
以
降
は
県
内
で
第
一
位
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
こ
の
順
位
は
全
国
１
７
４
２

市
町
村
中
22
位
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
町
が
い

か
に
健
康
長
寿
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

私
も
こ
の
町
の
予
防
医
療
に
は
情
熱
を
注

い
で
参
り
ま
し
た
が
、
町
の
医
療
福
祉
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
努
力
も
実
っ
て
こ

の
図
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、右
下
の
図
は
、年
齢
で
調
整
し
た
死

亡
率
の
推
移
で
す
。０
期
は
私
が
赴
任
す
る
前
、

そ
の
後
Ⅰ
、Ⅱ
、Ⅲ
期
と
５
年
毎
に
追
跡
し
た

も
の
で
す
。全
国
を
基
準
に
１
．０
と
し
て
、□

の
新
潟
県
、△
の
十
日
町
市
と
比
較
し
て
、●

で
示
し
た
津
南
町
の
死
亡
率
は
年
々
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
疫
学
と
い
う
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
正
し
い
医
療
を
実
践
し
て
い
け
ば
そ
の

通
り
の
結
果
が
つ
い
て
く
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

男性（歳） 女性（歳）

1985年
全国平均寿命 74.8 80.5

津南町 75.7
（第７位）

81.4
（第21位）

1990年
全国平均寿命 75.9 81.9

津南町 76.4
（第16位）

83.3
（第４位）

1992年　石川院長  赴任

1995年
全国平均寿命 76.4 82.9

津南町 77.8
（第４位）

84.5
（第６位）

2000年
全国平均寿命 77.7 84.6

津南町 79.4
（第１位）

85.8
（第13位）

2005年
全国平均寿命 78.6 85.5

津南町 78.7
（第11位）

87.2
（第１位）

2010年
全国平均寿命 79.6 86.4

津南町 79.9
（第３位）

87.9
（第１位）

（厚労省市町村別生命表、厚生労働省 2010年ならびに新潟県庁福祉
保健課企画統計係、市町村別生命表：財団法人厚生統計協会より）

（HelMES：新潟県福祉保健課部情報システム、2011年より引用）

平成25年11月13日に行われた「50周年記念講演会」での
あいさつを要約したものです。

０期

全　国
新潟県

津南町

十日町市

1.0

0.9

0.8
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1988－1992 1995－1999 2000－2004 2005－2009

新潟県市町村別平均寿命：津南町（順位）

標準化死亡比（全死亡）
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皆さんに支えられ
津南病院は 50周年を迎えました。

昭
和
二
十
七
年

津
南
郷
立
大
割
野
病
院　

設
立

1952

昭
和
四
十
三
年

付
属
准
看
護
学
院
を
廃
止

1968昭
和
五
十
年

病
院
改
築
工
事
着
工

1975昭
和
五
十
二
年

病
院
改
築
工
事
竣
工

現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

変
わ
り
ま
し
た
。

1977 昭
和
三
十
八
年

町
立
津
南
病
院
発
足

一
般
１
０
８
床　

結
核
20
床

1963

昭
和
三
十
年

６
ヶ
村
の
合
併
に
よ
り
津
南
町
が
誕
生

津
南
町
他
１
ヶ
村
国
民
健
康
保
険
病
院
と
改
称

1955昭
和
三
十
一
年

附
属
准
看
護
学
院
を
設
置

1956昭
和
三
十
二
年

伝
染
病
棟
を
併
設

1957昭
和
三
十
三
年

結
核
病
棟
を
併
設

1958

昭和 

27
年 

〜 

昭和 

52
年

設立当時の正面玄関

准看護師卒業
式。

当時は津南病院に附属
の

准看護学院が併設されていました。

【1975 〜 1986】
　古藤 恭生

【1987 〜 1992】
　田中 信夫

【1992 〜 1998】
　石川 眞一郎

【1999 〜 2001】
　目黒 定安

【2001 〜 2003】
　村山 伸介：院長代行 

【2003 〜現在】
　石川 眞一郎

歴代病院長
●大割野診療所　（'43 〜大割野病院）【1942 〜 1963】　小池 英二

●町立津南病院【1963 〜 1967】　小池 英二【1967 〜 1968】　島田 弥生 【1968 〜 1975】　湊 敏雄【1975 〜】　大川 弘：院長代行

鉄筋コンクリート構造　４階建てに

50 年前の津南病院
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昭和 

53
年 

〜 

平成 

25
年

これからも津南病院は  みなさんの健康を支え、
活力のある町づくりに  努めてまいります。

昭
和
五
十
七
年

人
間
ド
ッ
ク　

開
設

1982

平
成
十
六
年

中
越
地
震

津
南
町
で
は
震
度
５
強
を
記
録

2004平
成
十
八
年

中
越
沖
地
震

津
南
町
で
は
震
度
４
を
記
録

2006平
成
二
十
三
年

長
野
県
北
部
地
震

津
南
町
で
は
震
度
６
弱
を
記
録

震
災
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
棟
の

修
繕
な
ど
災
害
復
旧
を

行
い
ま
し
た
。

2011平
成
二
十
五
年

町
立
津
南
病
院

開
設
五
〇
周
年

2013

昭
和
六
十
三
年

新
館
増
築
工
事　

着
工

1988平
成
元
年

新
館
増
築
工
事　

竣
工

1989平
成
二
年

温
泉
引
湯
・
浴
室
工
事
完
了

1990平
成
五
年

訪
問
看
護
実
施

1993平
成
九
年

耐
震
補
強
工
事
完
了

1997平
成
十
五
年

療
養
病
床
整
備

2003

現在の形に

慈恵医大田島先生によるご講演

歴代病院長
●大割野診療所　（'43 〜大割野病院）【1942 〜 1963】　小池 英二

●町立津南病院【1963 〜 1967】　小池 英二【1967 〜 1968】　島田 弥生 【1968 〜 1975】　湊 敏雄【1975 〜】　大川 弘：院長代行

近年は度重なる地震に
より

被害を受けました
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載年

末
の
窓
口
延
長

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ
」

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き
は
、
電
線
の

断
線
に
注
意
し
て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
で
は
県
内
企
業
の
方
を
対
象
に
、

企
業
経
営
の
基
盤
強
化
や
受
注
確
保
の
支
援
を

積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
高
付
加
価
値
化
に
向

け
企
業
収
益
の
向
上
に
繫
が
る
取
組
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
下
ろ
し
が
終
わ
っ
た
後
に
メ
ー

タ
ー
周
り
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、

検
針
が
出
来
な
く
な
る
と
大
変
で
す
の
で
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
で
除
雪
作
業
を
す

る
と
き
は
、
雪
を
電
線
・
変
圧
器
・
メ
ー

タ
ー
の
方
向
へ
飛
ば
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と
感
電
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
電
線
が
切
れ
て
路
上
に
落
ち

て
い
て
も
、
絶
対
に
触
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
見
つ
け
た
と
き
は
至
急

東
北
電
力
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

東
北
電
力
株
式
会
社
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０
‐
１
７
５
‐
３
６
６

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
取
組
を
知
り
た
い
、

ど
ん
な
支
援
が
あ
る
の
？
な
ど
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
気

軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

《精神保健相談》

　最近、急に気分が落ち込む、不安で落ち着か

ない、夜眠れない、人に会うのがおっくうだ、

家に閉じこもり気味など、毎日の生活の中での

混乱や不安があるかた、及びご家族の相談に応

じます。

　事前に予約が必要ですので、電話でお申し込

みください。なお、時間を指定させていただき

ますので御了承ください。また、定員がありま

すのでお早めに申し込みください。

・相談日時　1月23日㈭　午後２時から４時

・場　　所　津南町役場　３階　第３委員会室

・相談医師　中条第二病院

　　　　　　佐藤　医師

◎問合せ先

　津南町役場

　福祉保健課健康班

　℡ 765-3114

■
開
催
日
時

　
平
成
26
年 

１
月 

10
日
㈮　

13
時
～
15
時

■
会
場

　

津
南
町
役
場　

第
１
・
第
２
委
員
会
室

■
内
容

・
創
業
や
新
技
術
・
新
商
品
開
発
な
ど
の
新
事

業
展
開
に
向
け
た
相
談
。

・
商
談
会
の
開
催
や
展
示
会
へ
の
共
同
出
店
、

海
外
展
開
な
ど
新
た
な
販
路
開
拓
に
向
け
た

相
談

・
専
門
家
に
よ
る
商
品
開
発
や
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
事

業
説
明　

等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

　

℡
０
２
５
‐
２
４
６
‐
０
０
３
８

　

参
加
を
希
望
の
方
は
当
日
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

年
末
は
な
に
か
と
各
種
証
明
書
を
必
要
と
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。例
年
窓
口
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
余
裕
を
持
っ
て
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、証
明
書
を
緊
急
に
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
た
や
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
領
の
た

め
に
年
末
窓
口
を
臨
時
開
庁
し
て
い
ま
す
の
で

役
場
日
直
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
窓
口
開
庁

【
開
庁
日
】
　
12
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

【
開
庁
時
間
】８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
業
　
務
】　

証
明
発
行
及
び
旅
券
の
受
領

【
発
行
で
き
る
証
明
書
】

　
・
住
民
票　
　
　
・
印
鑑
証
明
書

　
・
身
分
証
明
書　
・
戸
籍
謄
抄
本

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
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町
税
等
に
お
け
る
延
滞
金
、

還
付
加
算
金
の
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
町
税
等
の
延
滞
金
及

び
還
付
加
算
金
の
算
定
に
用
い
る
割
合
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
平
成
26
年
１

月
１
日
以
降
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
等

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
の
内
容
】

１
、
延
滞
金

　

延
滞
金
の
割
合
は
、特
例
基
準
割
合
に
年

7.3
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
割
合
と
な
り
ま

す
。上
限
は
年
14
．６
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

た
だ
し
、納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
（
保

険
料
は
３
か
月
）を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
は
、特
例
基
準
割
合
に
年
１
パ
ー
セ
ン

ト
を
加
算
し
た
割
合
を
使
用
し
ま
す
。こ
の
場

合
、上
限
は
年
7.3
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

２
、
還
付
加
算
金

　

還
付
加
算
金
の
割
合
は
、
特
例
基
準
割
合

と
同
じ
割
合
と
し
ま
す
。

　

特
例
基
準
割
合
と
は
、
財
務
大
臣
が
告
示

す
る
国
内
銀
行
の
新
規
の
短
期
貸
出
約
定
平

均
金
利
の
当
該
年
の
前
々
年
10
月
か
ら
前
年

９
月
ま
で
区
切
り
、
平
均
割
合
を
算
出
し
、

そ
の
値
に
年
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
割

合
で
す
。

　

現
行
の
特
例
割
合
は
平
成
12
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
の
延
滞
金
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５-

３
１
１
３

〈 改正のイメージ 〉

期　間 平成25年中の
延滞金の割合

納期限後
１か月以内 4.3%
納期限後

１か月以後 14.6%

還付加算金 4.3%

期　間 平成26年1月1日
以降の割合

納期限後
１か月以内 2.9%
納期限後

１か月以後 9.2%

還付加算金 1.9%

フィリピン台風の被災者救援募金を行っています
　フィリピンでは、11月8日に中部を横断した台風により、死者が3000名を超えるなど、甚大な被害が発生しています。
新潟県では震災のたびに世界中の多くの国から多大な支援を受けたことから、広く募金を行い、被災者の救援や被災地
の復興に役立てていただくこととしました。
　多くの皆さまからご協力を賜りますようお願い申し上げます。

１　募集期間　平成 26 年 1 月 31 日まで
２　振　込　先　口　座　名：フィリピン台風被災者救援募金　代表　佐久間豊（さくまゆたか）
　　　　　　　口座番号：第四銀行県庁支店　　　　普通口座　１２９９７９５
　　　　　　　　　　　　北越銀行県庁支店　　　　普通口座　２０１１２４８
　　　　　　　　　　　　大光銀行新潟支店　　　　普通口座　３０５６８２１
　　　　　　　　　　　　新潟信用金庫出来島支店　普通口座　１０３５１３２

（※銀行窓口、または信用金庫窓口からお振り込みください。振り込み手数料は、同一銀行の本・支店窓口から振
り込み場合、または県内の信用金庫窓口から振り込む場合は無料です。）

３　現金書留の場合
　　現金書留の場合は、新潟日報本社、新潟放送 (BSN) 本社、新潟総合テレビ (NST) 本社で受け付けしています。
　　〒 950-8535 新潟市中央区万代 3-1-1　新潟日報社　フィリピン台風義援金係
　　〒 951-8655 新潟市中央区川岸町 3-18　新潟放送　フィリピン台風義援金係
　　〒 950-8572 新潟市中央区八千代 2-3-1　新潟総合テレビ　フィリピン台風義援金係
４　義援金の寄贈方法
　　義援金は、全額、日本赤十字社新潟県支部を通じて被災地に届けます。

■お問い合わせ　県知事政策局国際課　℡ 025-280-5098
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氏　　名 担当地域

村
む ら や ま

山　 洋
よう

子
こ

（ 上 段 ） 下船渡本村、上段、十二ノ木

宮
み や ざ わ

澤　 貞
ただ

史
し

（ 卯 ノ 木 ） 卯ノ木・駒返

安
あ べ

部　　 保
たもつ

（正面１区） 正面１区・２区

清
し

水
みず

　 良
りょう

子
こ

（正面３区） 正面３区・正面住宅団地

小
こ

林
ばやし

　 善
よ し ひ こ

彦 （割野３区） 割野

高
た か は し

橋　 義
よ し ゆ き

行 （陣場下３区） 陣場下

山
やま

田
だ

　 武
たけ

夫
お

（大割野 4-3） 大割野 1区・大割野 2区 1～ 3・大船団地

清
し

水
みず

　 政
ま さ と し

利 （大割野 3-5） 大割野 2区 4～ 6、大割野 3・４区

山
や ま も と

本　 春
はる

郎
お

（大割野 5-4） 大割野５・６区

風
か ざ ま き

巻　　 忠
ただし

（大割野 5-3） 美雪町

大
お お し ま

島　 正
ま さ よ し

義 （ 貝 坂 ） 貝坂・朴ノ木坂・越渡

瀧
た き ざ わ

沢　　 勉
つとむ

（ 押 付 ） 樽田・押付・小島・巻下

丸
ま る や ま

山　 政
ま さ と も

友 （外丸３区） 外丸

板
いた

場
ば

　 良
りょう

平
へい

（ 辰 ノ 口 ） 辰ノ口

樋
ひ

口
ぐち

　 喜
よ し は る

春 （ 鹿 渡 ） 鹿渡・鹿渡新田

藤
ふじ

木
き

　　 敬
たかし

（ 大 井 平 ） 大井平・亀岡・今井・灰雨・子種

半
はん

戸
ど

ヨ シ イ （ 中 子 ） 中子

中
なか

條
じょう

　 悦
えつ

雄
お

（ 宮 野 原 ） 上郷逆巻・宮野原・朴木沢

中
な か じ ま

島　 正
ま さ ひ ろ

博 （ 百 ノ 木 ） 小池・加用・出浦・百ノ木

久
く ぼ た

保 田 伸
し ん い ち

一 （ 羽 倉 ） 羽倉・越手

涌
わく

井
い

　 四
し

郎
ろう

（ 寺 石 ） 寺石・足滝・穴山

山
や ま も と

本　 幸
ゆ き ま さ

正 （ 上 野 ） 上野・上田小池

小
お ぎ

木
そ

茂
しげ

子
こ

（相吉３区） 城原・相吉

滝
た き ざ わ

沢　 寛
ひろ

雄
お

（谷内９区） 岡・谷内・谷内ファームハイツ

島
しま

田
だ

　　 陽
あきら

（赤沢 14 区） 赤沢

石
いし

田
だ

　 𠮷
よ し ひ さ

久 （反里 21 区） 反里・小下里・田中・リバーサイド信濃

大
お お く ち

口 定
さ だ い ち ろ う

一 郎 （芦ヶ崎27区） 芦ヶ崎・段野団地

桑
く わ は ら

原　 克
か つ ひ こ

彦 （ 反 里 口 ） 秋成・反里口、石坂

高
た か は し

橋 二
ふ み お

三 夫 （ 見 玉 ） 太田新田・見玉・穴藤

瀧
た き ざ わ

澤　 章
しょう

一
いち

（ 結 東 ） 秋成逆巻・見倉清水河原・結東

石
い し ざ わ

澤　　 哲
ひとし

（ 大 赤 沢 ） 前倉・大赤沢

山
や ま も と

本　 芳
よ し か ず

一 （下日出山） 日出山・大谷内・横根

中
な か ざ わ

澤 ヨ シ 子
こ

（中深見１） 中深見

中
な か ざ わ

沢　 マ ス （船山５班） 船山

富
と み ざ わ

澤　 春
はる

江
え

（船山新田） 船山新田

尾
お

池
いけ

　 紀
の り か ず

一 （ 津 原 ） 米原・堂平・源内山・豊郷・津原・美穂

福
ふ く は ら

原　 弘
ひろ

子
こ

（ 大 場 ） 所平・大場・グリーンピア津南

林
はやし

　 ト シ 子 （陣場下１区） 主任児童委員

江
え

村
むら

　 大
だ い す け

輔 （ 巻 下 ） 主任児童委員

民
生
委
員
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

任
期
は
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
る
と

と
も
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
子
ど
も
に
関
す
る
御
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

紹介します



A
n

n
uity corn

er

年
金
コ
ー
ナ
ー

9 広報 平成25年12月号

野
菜
は
心
強
い
味
方

管
理
栄
養
士
　
吉
野
　
浩

津
南
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
白
菜
，
大
根
，
長

葱
な
ど
越
冬
用
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
家
庭
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
鍋

物
・
お
で
ん
な
ど
で
、
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら

れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

野
菜
の
効
果
は
皆
様
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
を
は
じ
め
、
高
血
圧
，
脂

質
異
常
症
，
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

が
期
待
で
き
ま
す
。

野
菜
の
１
日
摂
取
目
標
量
は
３
５
０
ｇ
程
度
で
す
。

そ
の
う
ち
、
１
０
０
ｇ
程
度
は
緑
黄
色
野
菜
か

ら
摂
取
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

野
菜
は
生
よ
り
も
、
煮
る
・
茹
で
る
・
炒
め
る

な
ど
火
を
加
え
る
と
、“
か
さ
”
が
減
る
の
で
と

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

野
菜
不
足
と
思
わ
れ
る
方
は
、
是
非
今
日
か
ら

頑
張
っ
て
毎
食
野
菜
の
副
食
を
食
べ
る
習
慣
を
つ

け
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

若
年
者
の
み
な
さ
ん
と
話
を
す

る
と
、『
保
険
料
を
納
め
て
も
、

私
た
ち
が
高
齢
に
な
っ
た
と
き
に

年
金
が
も
ら
え
る
か
わ
か
ら
な
い
』

『
保
険
料
が
高
く
て
払
え
な
い
』
と

い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
と
は
い

え
、
二
十
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
し
く
み
で
す
の

で
、
二
十
歳
の
誕
生
日
前
に
届
く
本

人
宛
の
通
知
は
、
必
ず
開
封
い
た
だ

き
、
本
人
も
し
く
は
ご
家
族
が
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
述
の
声
に
対
し
て
…
。

皆
さ
ん
は
年
金
と
は
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
も
ら
う
も
の
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
若
年
者
で
あ
っ
て
も
万
一
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
を
受

給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
な
い
と
、

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
す
。

決
し
て
『
若
い
人
＝
年
金
と
無
関
係
』

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
保
険
料

を
支
払
え
な
い
状
況
の
と
き
は
、『
免

除
』『
若
年
者
納
付
猶
予
』『
学
生
納

付
特
例
』（
学
生
証
の
コ
ピ
ー
添
付
）

の
申
請
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
単
な

る
未
納
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
将

来
の
受
給
資
格
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
物
価
が
下
落
し
て
も

年
金
額
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

年
金
財
政
の
改
善
や
、将
来
に
向
け
た

世
代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
に
、段
階

的
に
年
金
額
の
改
定
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。十
月
分
か
ら
は
マ
イ
ナ
ス
１
％
の

額
改
定
と
な
り
、通
知
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　
（
額
改
定
）

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課
町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔11月〕
	 21日	 公共土木関係事業上部機関要望
	 22日	 平成26年度建策要望事項提出
　
〔12月〕
	 2日	 一般質問締切
	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 5日	 平成26年度建策要望事項回答
	11日～13日	 第4回津南町議会定例会開会
	 20日	 産業建設常任委員会所管勉強会

＜今後予定されている行事＞
〔１月〕
	 6日	 年賀交換会
	 7日	 新潟県町村議長会議（新潟）
	 8日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 4400日 藤ノ木キミ（堂平）
 4300日 桑原ミサオ（豊郷）、桑原マサノ（貝坂）
 4000日 中村チエ子（堂平）
 3200日 高橋美佐子（見玉）
 1400日 鈴木カヨ（船山新田）
 1300日 本山マサ（反里）
 700日 若井栄一（穴山）
 200日 桑原久美子（秋成）
 100日 反り目キミ子（中深見）、高橋ツギ（中深見）、
  中澤キクイ（中深見）、藤ノ木タツイ（中深見）
主な運動：ラジオ体操、踊り、健骨体操、ウォーキング、ジョギング

健康体力づくり100日運動

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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 愛情をもって叱りましょう！
— 11月16日　八名信夫さん　人権講演会 —

 福祉活動を応援しています！
— 11月18日　日本生命津南営業部様 車いす寄付 —

 災害時における飲料水の提供に関する協定
— 12月6日　津南町・株式会社 伊藤園協定調印式 —

 長い間おつかれさまでした
— 12月2日　民生委員着任・辞任式 —

　テレビでもご活躍されている八名信夫さんの人権講演会が
行われました。きっちり愛情を持って、ちゃんと言葉で伝える。
そうすれば、子どもたちにも伝わることを気付かされた講演と
なりました。

　日本生命津南営業部様では毎年彼岸市にチャリティバザー
を行っており、その収益金から、町へ車いすの寄贈をいただ
きました。こういった取り組みは今年で 18 回目となり、寄贈
いただいた車いすは役場庁舎や津南病院に来庁された方に
使わせていただいています。

　災害時に停電した場合でもハンドルを手回しすることによっ
て電気を起こし、自動販売機内の飲み物を取り出すことが出
来ます。防災訓練では一回の手回しでペットボトルを何個出
せるのかをミニゲーム感覚で挑戦するイベントも行われました。

　地元のお年寄りの相談事などを行政に幅広く吸い上げる民
生委員の任命式と退任式が行われ、18 名の方が退任され、
長きにわたり務められたみなさんが表彰されました。（※新し
く任命された方については８ページをご覧ください。）

↑八名さんの迫力のある講演に会場のみなさんは喝をもらいました

↑寄贈された車いすと職員のみなさん

↑災害時に必要となる飲料水の確保を円滑に行うため、㈱伊藤園と協
定を締結しました

↑町防災訓練での災害用自動販売機の実演

↑長年の功績をたたえ表彰された民生委員のみなさん

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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PICK UP
NEWS5

《
１
月
》

◇
歌
会
始　

津
南
町
か
ら
宮
澤
房
良

さ
ん
、高
橋
健
治
さ
ん
が
入
選

◇
津
南
出
身
、名
古
屋
芸
術
大
教
授

中
澤
英
明
氏
、東
京
・
国
立
新
美
術

館
で
作
品
展

《
２
月
》

◇
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
ラ
ン

ド
セ
ル
反
射
材
寄
贈

《
３
月
》

◇
食
の
大
使
・
ブ
ロ
ン
コ
ビ
リ
ー
竹
市

社
長
を
町
と
Ｊ
Ａ
で
表
敬
訪
問

◇
水
辺
の
会
に
よ
る
稚
魚
の
放
流

◇
災
害
救
助
犬
協
定

◇
県
選
挙
管
理
委
員
会
表
彰
さ
れ
る

◇
７
０
０
個
の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン　

空
へ

《
４
月
》

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、結
東
に
平

木
結
さ
ん

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
始
動

◇
津
南
町
の
交
通
指
導
隊　

感
謝
状

を
授
与　

◇
秋
山
郷
看
板
デ
ザ
イ
ン
発
表

◇
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
発
表

◇
津
南
駅
に「
駅
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

誕
生

《
５
月
》

◇
町
成
人
式

◇
大
平
健
太
郎
氏　

行
政
相
談
員
功

労
で
総
務
大
臣
が
表
彰

《
６
月
》

◇
第
４
回
千
曲
川
信
濃
川
リ
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
７
保
育
園
に
よ
る
桜
の
植
樹

◇
消
防
団
旗
樹
立
式

◇
津
南
中
等
校
軟
式
野
球
部　

春
の

県
大
会
で
２
連
覇

《
７
月
》

◇
交
通
安
全
協
会 

半
戸
会
長
交
通

安
全
功
労
者
賞
を
受
賞

◇
津
南
町
森
林
組
合
か
ら
保
育
園
へ

積
み
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
８
月
》

◇
中
津
川
運
動
公
園　

竣
工
記
念
式

典　

千
葉
真
子
さ
ん
講
演
会

２
０
１
３
津
南
町

５
大
ニ
ュ
ー
ス
募
集

　

い
よ
い
よ
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
恒
例
の
「
津
南
町
５
大

ニ
ュ
ー
ス
」
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、
皆

さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
た
出
来
事
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
抽
選

で
豪
華
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ワ
イ
ル

ド
な
ニ
ュ
ー
ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　ハガキ、FAX、Ｅメール等に住所、氏名、
年齢、電話番号、そしてあなたが選んだ
５大ニュースを１位から５位まで記入し、
〒 949-8292「役場総務課５大ニュース
係」までお送りください。1 月 31 日㈫の
消印のあるものまで有効です。
●FAX　765-4625
●Eメール somu@town.tsunan.niigata.jp

応募方法

稚魚放流

歌会始入選を記念した講演会

芦ヶ崎小学校140周年

中津川運動公園こけらおとし

七保育園桜の植樹

消防団旗樹立式

◇
小
林
三
喜
男
氏
死
去

《
９
月
》

◇
泉
田
裕
彦
知
事
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
津
南
町
民
と
対
話

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
水
事
業
利
水

協
定
締
結
。「
津
南
の
天
然
水
」飲

料
水
工
場
の
建
設
に
着
手

◇
津
南
町
消
防
団　

消
防
演
習
そ
の

翌
日
に
台
風
18
号
が
襲
来

《
10
月
》

◇
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー　

ラ
・
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３

◇
つ
な
ん
の
昼
か
ら
生
テ
レ
ビ

◇
十
日
町
地
区
交
通
安
全
大
会（
津

南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）

《
11
月
》

◇
十
日
町
警
察
署
上
郷
駐
在
所
開
所
式

◇
津
南
病
院
50
周
年
記
念　

田
島
名

誉
教
授
講
演

《
12
月
》

◇
津
南
町
、栄
村
が
連
携
し
て
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
の
振
興
協
議
会
が
設
立
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

先
月
（
11
月
）
24
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
町
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
第
４
回
つ
な
ん
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
公
益

社
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
全
国
本

部
の
副
代
表
理
事
・
神
奈
川
県
支
部
代
表
で
も

あ
る
杉
山
孝
博
先
生
の
『
認
知
症
の
理
解
と
ま

ち
づ
く
り
』
～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
と
題
し
た
基

調
講
演
と
町
内
介
護
事
業
所
に
お
け
る
地
域
と

の
つ
な
が
り
報
告
が
行
わ
れ
、
約
１
２
０
名
の

か
た
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
当
日
の
杉
山
先
生
の
講
演
資

料
か
ら
、
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

杉
山
先
生
か
ら
は
「
認
知
症
を
よ
く
理
解
す

る
た
め
の
９
大
法
則
・
１
原
則
」
を
中
心
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
記
銘
力
低
下
…
直
近
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
の
ひ
ど
い
物
忘
れ

・
全
体
記
憶
の
障
害
…
食
べ
た
こ
と
な
ど　

体

験
し
た
こ
と
全
体
を
忘
れ
る
。

・
記
憶
の
逆
行
性
喪
失
…
現
在
か
ら
過
去
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
忘
れ
て
い
く
の
が
特
徴
。
昔
の

世
界
に
戻
っ
て
い
る
。

・
正
常
な
部
分
と
認
知
症
と
し
て
理
解
す
べ
き

・
強
く
対
応
す
る
と
、強
い
反
応
が
返
っ
て
く
る
。

　
「
押
し
て
ダ
メ
な
ら
引
い
て
み
な
」
第
５
法

則
の
感
情
残
像
の
法
則
を
思
い
だ
し
な
が
ら
、

上
手
に
対
応
す
る
の
が
よ
い
。

・
認
知
症
の
人
の
老
化
の
速
度
は
非
常
に
速
く
、

認
知
症
の
な
い
人
の
２
～
３
倍
の
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
す
る
。
た
だ
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
で
も
非
常
に
速
く
進
行
す
る
例
も
あ
れ
ば
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
穏
や
か
に
進
行
す
る
例

も
あ
る
の
で
、
こ
の
特
徴
は
全
て
の
認
知
症

に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
認
知
症
の
人
が
形
成
し
て
い
る
世
界
を
理
解

し
、
大
切
に
す
る
。
そ
の
世
界
と
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

認
知
症
の
人
が
自
分
は
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
、
こ
こ
は
安
心
し
て
住
め
る
と

こ
ろ
だ
、
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

対
応
す
る
こ
と
が
一
番
楽
で
上
手
な
介
護
に

な
り
、
い
っ
た
ん
抱
い
た
感
情
に
関
し
て
は

残
像
の
よ
う
に
長
い
間
残
る
の
で
、
認
知
症

の
人
に
良
い
感
情
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

介
護
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
老
年
期
の
知
的
機
能
低
下
の
特
性
や
第
１
～

第
７
法
則
で
ま
と
め
た
よ
う
な
認
知
症
の
特

徴
を
考
え
れ
ば
、
認
知
症
の
症
状
の
ほ
と
ん

ど
は
、
認
知
症
の
人
の
立
場
に
立
っ
て
み
れ

ば
十
分
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

内
容
の
法
則
。

・
言
っ
た
り
、
や
っ
た
り
し
た
こ
と
は
す
ぐ
に

忘
れ
る
が
、
感
情
は
残
像
の
よ
う
に
残
る
。

理
性
の
世
界
→
感
情
の
世
界
へ

①
ほ
め
る
、
感
謝
す
る

②
同
情
（
相
づ
ち
を
う
つ
）

③
共
感
（
「
よ
か
っ
た
ね
」
を
付
け
加
え
る
）

④
謝
る
、
事
実
で
な
く
て
も
認
め
る
。
上
手
に

演
技
を
す
る
。

・
ひ
と
つ
の
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
。説
得
や

否
定
す
る
こ
と
は
こ
だ
わ
り
を
強
め
る
の
み
。

　

本
人
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
持
っ
て
ゆ
く
こ

と
が
大
切
。

①
こ
だ
わ
り
の
原
因
を
み
つ
け
て
対
応
す
る
。

②
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

③
関
心
を
別
に
向
け
る
。

④
地
域
の
協
力
理
解
を
得
る
。

⑤
本
人
の
過
去
を
知
る
。

⑥
長
期
間
は
続
か
な
い
と
割
り
切
る
。

・
よ
り
身
近
な
者
に
対
し
て
認
知
症
の
症
状
が

よ
り
強
く
出
る
。

・
自
分
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
は
認
め
な
い
。

第
４
回
つ
な
ん
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

町
で
は
認
知
症
の
か
た
を

地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
第
１
法
則
〉

記
憶
障
害
に
関
す
る
法
則

〈
第
４
法
則
〉

ま
だ
ら
症
状
の
原
則

〈
第
７
法
則
〉

作
用
・
副
作
用
の
法
則

〈
第
９
法
則
〉

衰
弱
の
進
行
に
関
す
る
法
則

介
護
に
関
す
る
原
則

〈
第
８
法
則
〉

認
知
症
症
状
の
了
解
可
能
性
に
関
す
る
法
則

〈
第
５
法
則
〉

感
情
残
像
の
法
則

〈
第
６
法
則
〉

こ
だ
わ
り
の
法
則

〈
第
２
法
則
〉

症
状
の
出
現
強
度
に
関
す
る
法
則

〈
第
３
法
則
〉

自
己
有
利
の
法
則

部
分
と
が
混
在
す
る
。
初
期
か
ら
末
期
ま
で

通
し
て
み
ら
れ
る
。
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風
邪
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

予
防
の
た
め
に

　
「
手
洗
い
」が
大
切
で
す
!!

○
手
に
は
見
え
な
い

　
　
バ
イ
菌
・ウ
イ
ル
ス
が
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
い
つ
も
き
ち
ん
と
手
洗
い
で
き

て
い
ま
す
か
？

　
「
面
倒
く
さ
い
」「
忙
し
い
」
と
い
う
理
由
で

き
ち
ん
と
手
を
洗
わ
ず
に
い
る
と
、
手
に
は
目

に
見
え
な
い
バ
イ
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
手
指
は
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　
病
原
体
の
運
び
役
!!

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
風
邪
が
流
行
し
や
す
い
で
す
。

風
邪
の
８
～
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
い
わ

れ
、
大
人
は
年
に
２
～
３
回
、
子
供
で
は
５
～

６
回
も
風
邪
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
て
こ
の
風
邪
は
ど
う
や
っ
て
感
染
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

く
し
ゃ
み
や
咳
で
も
感
染
し
ま
す
が
、
意
外

な
こ
と
に
「
手
指
」
を
介
し
た
感
染
が
一
番
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鼻
を
か
む
」「
鼻
を
手
で
こ
す
る
」「
く
し
ゃ

み
・
咳
の
時
口
を
手
で
覆
う
」
な
ど
の
時
ウ
イ

ル
ス
が
手
に
た
く
さ
ん
付
着
し
、
こ
の
手
で
手

す
り
、
ド
ア
ノ
ブ
に
触
れ
る
と
そ
こ
に
ウ
イ
ル

ス
が
付
着
。
そ
こ
を
別
の
人
が
触
れ
て
鼻
や
口

の
ま
わ
り
を
無
意
識
に
触
れ
る
事
で
感
染
が
お

こ
る
の
で
す
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
の
柄
に
ウ
イ
ル
ス
を
付
着
し
て
使
用
し

た
と
こ
ろ
、
約
50
％
の
人
が
感
染
し
た
と
い
う

報
告
も
有
り
ま
す
。

　

風
邪
だ
け
で
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
も
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
で
２
～
８
時
間
程
度
は
生

存
し
、
手し
ゅ

指し

が
感
染
源
と
な
る
可
能
性
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
毎
年
保
育
園
、
小

学
校
で
流
行
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
病
原
性
大

腸
菌
等
も
手
指
の
汚
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
手
洗
い
を
面
倒
が
ら
ず
、
液
体
石
鹸
等
を

使
っ
て
し
っ
か
り
と
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

帰
宅
後
、
食
事
前
、
排
泄
後
は
忘
れ
ず
に
。

笑
っ
て
み
た
ら

笑
っ
て
み
る
会
　
代
表
　
　
尾
池
　
紀
一
さ
ん
（
70
）

私
は
、町
内
外
の
高
年
齢
者

施
設
で「
笑
み
筋
体
操
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
笑
み
筋
体
操
」は
、筑
波
大

学
の
遺
伝
子
学
研
究
チ
ー
ム
が
、

笑
い
は
遺
伝
子
に
変
化
を
与
え

る
、と
い
う
仮
説
を
実
証
す
る

目
的
で
研
究
を
は
じ
め
、誰
で

も
出
来
る
形
と
し
て
開
発
と
普

及
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

笑
い
は
血
糖
値
の
抑
制
が
明
ら
か
に
な
り
、

ガ
ン
細
胞
を
消
去
す
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
活
性
化
、

少
数
で
す
が
笑
い
で
振
動
す
る
細
胞
膜
、遺

伝
子
の
変
化
、精
神
的
な
安
静
化
等
が
学
会

に
報
告
さ
れ
、医
学
誌
へ
の
投
稿
等
で
海
外

か
ら
も
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
十
二
指
腸
潰
瘍
の
手
術
を
す
る
直
前

に
、「
丹
田
呼
吸
法
」を
実
修
し
て
、呼
吸
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、笑
み
筋

体
操
の
中
に
丹
田
呼
吸
法
を
取
り
入
れ
行
っ

て
い
ま
す
。

　

初
め
は
ウ
ソ
で
も
、笑
っ
て
み
よ
う
と
い

う
言
葉
を
か
け
、介
護
施
設
で
実
演
す
る
と

必
ず
す
ぐ
反
応
し
て
く
れ
る
方
が
い
ま
す
。

続
け
て
い
る
と
周
囲
の
方
々
が
笑
顔
に
な
り

動
き
も
出
て
き
ま
す
。初
め
の
内
は
笑
み
筋

体
操
だ
け
で
し
た
が
、今
は
呼
吸
法
や
歌
も

加
え
て
声
も
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。車

イ
ス
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、呼
吸
と
笑
い

の
効
果
で
顔
が
紅
潮
し
手
足
の
体
温
が
上

昇
し
て
い
る
様
子
で
す
。始
め
る
前
は
静
か

だ
っ
た
室
内
が
、終
わ
る
頃
に
は
、職
員
の
方

と
の
会
話
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

帰
る
と
き
に
は
手
を
振
り
、ま
た
来
て
と

声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。月
一
回
で
も
顔
な

じ
み
の
人
も
い
て
、楽
し
み
に
待
っ
て
く
れ

ま
す
。職
員
の
方
々
の
仕
事
の
苦
労
も
察
し

ら
れ
ま
す
し
、笑
顔
を
見
て
い
る
と
受
け
入

れ
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
難
し
い
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

数
十
人
の
輪
の
中
で
、皆
さ
ん
も
私
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。最
近
は
、「
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
」の
歌
と
振
り
を
実
演
し
て
い
ま
す
。「
雨

降
り
お
月
さ
ん
」を
歌
っ
た
と
き
は
、男
性
が

大
声
で
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。実
演
時
間
は

30
分
位
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、介
護
施
設
で
の
実
演

を
見
学
に
来
て

下
さ
い
。ま
た
、

「
笑
み
筋
体
操
」、

「
笑
い
ヨ
ガ
」等

で
ネ
ッ
ト
も
検

索
で
き
ま
す
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

滝沢章子
保健師
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本とわたし
−南雲 保奈美さんから

著者／山田詠美　出版／幻冬舎

私
は
小
説
が
好
き
で
す
。
物
語
を
読
む

の
が
好
き
で
す
。
物
語
は
私
を
わ
く
わ
く

さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
読

み
終
わ
っ
た
時
、
何
か
を
残
し
て
く
れ
る

か
ら
で
す
。

私
が
小
説
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

短
大
生
の
時
で
す
。
魅
力
的
な
友
達
が
、

本
と
映
画
が
大
好
き
な
子
で
、
憧
れ
て
マ

ネ
を
し
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

最
初
に
読
ん
だ
の
は
、
村
上
春
樹
さ
ん

の
作
品
で
し
た
。
そ
の
独
特
の
世
界
観
に

引
き
込
ま
れ
て
、
村
上
春
樹
さ
ん
の
作
品

を
、
次
か
ら
次
へ
と
夢
中
で
読
み
続
け
ま

し
た
。
そ
の
内
に
他
の
人
の
作
品
も
読
む

よ
う
に
な
り
、
気
付
け
ば
読
書
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
本
屋
さ
ん
が

大
好
き
で
、
自
分
で
好
き
な
本
を
選
ん
だ

り
、
知
り
合
い
に
お
す
す
め
の
本
を
聞
い

た
り
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。

今
回
私
が
紹
介
す
る
本
は
、
私
の
双
子

の
姉
に
お
す
す
め
さ
れ
た
本
で
す
。

人
生
よ
、
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
あ

明日死ぬかもしれない自分、そしてあなたたち
紹介する本

大平　希
の ぞ み

望さん（割野）

弥生 ―Ma r c h―

一般社団法人全国地質調査業協会連合会　他／編　　オーム社

「ジオパークを楽しむ本 ―日本列島ジオサイト地質百選―」

現在認定されている 25 か所の日本ジオパークと、62 か
所のジオサイトを写真付きで掲載。

　

２
０
１
３
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
中
に
や
り
残
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
私
は
、
今
年
こ
そ
大
掃
除

を
し
て
か
ら
新
年
を
迎
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
１
冊
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク

の
本
を
紹
介
し
ま
し
た
。
津
南
町
で
は
現

在
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
に

向
け
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
い
ま

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
に
？
と
い
う
方
、

難
し
く
考
え
ず
に
、
ま
ず
は
今
月
の
１
冊

を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
津
南
町
は
素

晴
ら
し
い
地
質
・
地
形
を
持
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
も
、
本
で

登
場
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　

そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
時
期
に
お
ス
ス

メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
ク
リ
ス
マ
ス
も
の
が
た
り
』

パ
メ
ラ
・
ド
ル
ト
ン
／
絵

藤
本
朝
巳
／
文
　
日
本
基
督
教
団
出
版
局

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
街
も
家
の
中

も
華
や
か
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
ク
リ

ス
マ
ス
は
何
を
お
祝
い
す
る
日
な
の
か
、

ま
だ
知
ら
な
い
子
も
い
る
の
で
は
？
こ
の

絵
本
は
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
切
り
絵
で

で
き
て
い
る
珍
し
い
絵
本
で
す
。
ぜ
ひ
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く
子
ど
も
に

教
え
た
い
と
き
に
、
こ
の
切
り
絵
の
美
し

い
絵
本
で
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
、
お
と
な

も
楽
し
め
る
絵
本

で
す
。

『
千
年
の
百
冊
』鈴

木
健
一
／
編
　
　
小
学
館

　
『
古
事
記
』
か
ら
幕
末
の
作
品
ま
で
約

千
年
の
間
に
成
立
し
た
日
本
人
な
ら
知
っ

て
お
き
た
い
百
作
品
の
あ
ら
す
じ
と
有
名

場
面
を
収
録
。
古
典
と
聞
く
と
、
堅
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
楽

し
く
読
め
て
し
ま
う
作
品
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
中
で
も
、
平
安
時
代
に
成
立
し

た
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
は
、
う
り
二

つ
の
兄
妹
が
自
己
の
性
に
違
和
感
を
感
じ

男
女
入
れ
替
わ
っ
て
宮
廷
社
会
を
生
き
る

と
い
う
現
代
的
な
内
容
で
す
。

　

お
正
月
に
は
、
日
本
の
古
典
に
親
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

12
月
28
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈮

・

１
月
27
日
㈪

休
　
館
　
日

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

12月 −師
し わ す

走−
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つ
な
ん
の
文
芸

り
が
と
う
。
物
語
は
こ
の
印
象
的
な
言
葉

で
始
ま
り
ま
す
。

ひ
と
つ
の
家
族
と
な
る
べ
く
、
東
京
郊

外
の
一
軒
家
に
移
り
住
ん
だ
二
組
の
親
子
。

新
し
い
家
族
が
加
わ
り
、
更
に
そ
の
後
新

し
い
命
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
幸
せ

な
人
生
作
り
の
、
完
璧
な
再
出
発
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
落
雷
と
共
に
訪

れ
た
“
あ
る
死
”
を
き
っ
か
け
に
、
澄
川

家
の
姿
は
一
変
し
て
し
ま
い
ま
す
…
。

切
な
く
な
っ
た
り
、
哀
し
く
な
っ
た
り
、

時
に
は
共
感
し
た
り
し
な
が
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
読
み
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

読
み
終
わ
っ
た
時
に
は
、
と
て
も
温
か
い

気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

物
語
に
出
て
く
る
家
族
の
一
人
一
人
が

魅
力
的
で
す
。
も
し
も
こ
の
先
に
彼
ら
の

人
生
が
続
く
と
し
た
ら
、
再
び
幸
せ
に
な

れ
る
だ
ろ
う
な
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
人
、

そ
し
て
誰
か
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

自
分
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
作
品
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

物
語
は
、
兄
弟
姉
妹
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
展
開
し
、
と
て
も
読
み
や
す
い
小

説
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ

い
。次

は
、恩
田
卓た

く
し
げ茂

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

さ
わ
さ
わ
と
橅ぶ

な

の
林
の
辺あ

た

り
か
ら

　
　
雨
降
る
音
の
近
づ
き
来き

た
る	

貝
澤
　
圭
子

な
つ
か
し
き
歌
を
唄う

た

い
て
戻も

ど

れ
ざ
る

　
　
過
去
に
し
み
じ
み
心
戻も

ど

れ
り	

関
谷
　
郁
子

露ろ

天て
ん

風ぶ

ろ呂
に
聞
く
牛う

し

蛙
が
え
る

声
低
し

　
　
姿
見
え
ね
ど
目
を
凝こ

ら
し
た
り	

恩
田
　
久
美
子

神か
み
だ
な棚
に
供
え
し
榊

さ
か
き

に
命
あ
り
て

　
　
白
き
小
さ
な
花
今
日
咲
か
す	

丸
山
　
直
子

新に
い
わ
ら藁
と
魚
の
焦こ

げ
る
に
ほ
ひ
し
て

　
　
刈か

り

田た

の
道み

ち

の
辺べ

灯
と
も
し
び

温ぬ
く

し	

小
野
寺
　
恒
代

琵び

わ琶
を
弾ひ

く
撥ば

ち
な
め滑
ら
か
に
海う

み
ど
り鳥
の

　
　
羽は

音お
と

の
如ご

と

く
時
に
響ひ

び

か
ふ	

樋
口
　
康
子

谷た
に
あ
ひ間
を
見
え
隠か

く

れ
し
て
走
り
ゆ
く

　
　
二
輌
の
電
車
玩が

ん

具ぐ

の
如
し	

内
山
　
キ
ク

霜し
も
づ
き月
の
夜
長
の
今こ

宵よ
い

静し
づ

か
過
ぎ

　
　
独ひ

と

り
暮く

ら

し
に
寂さ

び

し
さ
募つ

の

る	

麻
績
　
初
恵

酒
飲の

め
ば
疲つ

か

れ
抜ぬ

け
る
と
言い

ふ
夫

お
っ
と

　
　
飲の

め
ぬ
吾
に
も
必

か
な
ら

ず
す
す
む
る	

滝
沢
　
勝
枝

つ
ね
よ
り
も
濃こ

き
紅べ

に

ひ
け
り
雪
降
り
て

　
　
暗
く
し
ず
み
し
一ひ

と

日ひ

な
る
ゆ
え	

風
巻
　
京
子

微ほ
の

か
な
る
風
に
も
揺ゆ

る
る
小こ

で手
毬ま

り

の

　
　
白
く
垂し

だ

る
る
を
賞め

づ
る
夕ゆ

う
ぐ
れ暮	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

忘
れ
た
き
現
実
の
あ
り
紅べ

に
く
ら暗
く

　
　
野の

分わ
き

に
揺ゆ

れ
て
立
つ
吾わ

れ

亦も

紅こ
う	

鈴
木
　
綾
子

枝
ご
と
に
清
き
雪
載の

せ
公い

ち
ょ
う孫

樹じ
ゅ

は

　
　
光
る
雫

し
ず
く

を
滴

し
た
た

ら
せ
を
り	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

歩あ
る

け
な
い
妻つ

ま

を
支さ

さ

え
て
部へ

や屋
の
そ
と

　
　
闇や

み

に
広ひ

ろ

が
る
花は

な

火び

楽た
の

し
む	

滝
沢
　
義
正

晴せ
い
て
ん天
に
恵め

ぐ

ま
れ
秋あ

き

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

に

　
　
日ひ

や焼
け
し
夫つ

ま

の
顔か

お

の
明あ

か

る
し	

柳
沢
　
チ
ヨ

満ま
ん
て
ん天
の
星ほ

し

き
ら
き
ら
と
今

い
あ
ま

ま
さ
に

　
　
落お

ち
て
き
そ
う
で
じ
っ
と
見み

つ
む
る	

富
沢
　
キ
ミ

秋あ
き
ふ
か深
み
紅も

み

じ葉
の
山や

ま
み
ち道
よ
り
見み

れ
ば

　
　
緑あ

お

き
畑

は
た
け

の
日ひ

毎ご
と

に
減へ

り
ぬ	

板
場
　
寛

満ま
ん

場
じ
ょ
う

が
今い

ま
か
い
え
ん

開
演
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
固か

た

ず唾
を
呑の

ん
で
生せ

い

徒と

等ら

見み

守ま
も

る
（
会
津
若
松
市
立
第
四
中
学
校
合
唱
部
来
演
）	

島
田
　
眞
之

個
人

佛ぶ
つ
だ
ん壇
を
飾か

ざ

り
て
朝
と
夕
暮
に

　
　
夫つ

ま

の
供く

養よ
う

す
日
課
と
な
り
ぬ	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
一
月
）

み
ん
な
も
う
寝ね

た
か
こ
の
月つ

き

み
る
一ひ

と

り人	

兎
　
月

早は
や
ば
や々

と
独ひ

と

り
住ず

ま

い居
の
雪ゆ

き
が
こ囲
ひ	

冬
詩
子

賑に
ぎ

や
か
な
夕ゆ

う

餉げ

と
な
り
ぬ
お
で
ん
鍋な

べ	

渡
　
舟

遠と
お

き
灯ひ

を
車し

ゃ
そ
う窓
に
見み

つ
つ
秋あ

き

の
旅た

び	

房
　
良

秋あ
き

の
暮く

れ

け
ん
け
ん
と
び
の
子こ

ら等
楽た

の

し	

貞
　

爽さ
わ

や
か
や
棒ぼ

う
た
か
と
び

高
跳
の
宙

ち
ゅ
う

に
浮う

き	

芳
　
司

休
き
ゅ
う

憩け
い

を
伝つ

た

へ
る
声こ

え

や
紅も

み

ぢ葉
山や

ま	

れ
い
子

ど
ん
ぐ
り
に
目め

鼻は
な

こ
こ
ろ
も
添そ

う
て
を
り	

東
　
川

刈か
り
か
ぶ株

の
あ
た
ら
し
き
田た

を
踏ふ

み
渡わ

た

る	

妙
　

母は
は

の
袖そ

で

引ひ

く
子こ

の
ご
と
く
柿か

き
み
の実

り	

壽
　
子

〈
先
月
の
訂
正
〉

畑
で
は
大
き
く

●

見
え
し
茄な

す子
胡き

ゅ
う
り瓜

　
　
ま
な
板
の
上
で
は
意
外
に
小
さ
き	

丸
山
　
直
子
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◆物理・化学的ストレス
温度、湿度、騒音
大気汚染など。

◆生理的ストレス
過労、睡眠不足
栄養不足など。

◆心理・社会的ストレス
人間関係や仕事での不安、
緊張、恐怖、苦痛など。

　ストレスは、私たちの体やこころ、行動にさまざまな反応を起こします。皆さ
んもストレス度チェックで確認してみましょう。自分でも気づかないところで体
やこころはストレスを感じているかもしれません。

〈 チェックの数が 〉
　　　　　●５個以下 ………… 問題なし【ストレスは正常範囲】

　　　　　●６〜 10個 ……… 要注意【時にはのんびり過ごそう】

　　　　　●11 〜 15個 ……… 危険！【早めに休養を】

　　　　　●16個以上 ……… 病院へ【心療内科や精神科へ】

〈 ストレス度チェック 〉
□朝起きても前の日の疲れが残っている
□朝起きられなくて遅刻や欠勤が増えた
□風邪を引きやすくなった
□急にクラクラして動けなくなることがある
□目がしょぼしょぼすることが増えた
□肩こりや頭痛がひどくなった
□急に息苦しくなることがある
□立ちくらみをすることが増えた
□手のひらやわきの下によく汗をかく

ようになった

□何となく頭がすっきりしない
□意味もなく不安になることが増えた
□イライラすることが多くなった
□ぼーっとしていることが増えた
□好きな物なのに食べられない
□仕事や家事が手につかなくなった
□最近、会話が少なくなっている
□人と会わずに一人でこもることが増えた
□気がつけば、いつも何か食べている
□酒の量が増えて、酒癖が悪くなった
□なかなか眠れない日が続いている

仕
事
や
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
の
問
題
な
ど
が
続
く
と
「
最
近
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

い
る
な
あ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
働
き
盛
り
の
年
代
の
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
は
、
何

か
し
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
あ
る
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
こ
こ
ろ
は
、
健
康
な
状
態
で
は
ス

ト
レ
ス
を
は
ね
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
ス
ト
レ
ス
を
長
時
間
受
け
た
り
、
ス
ト
レ

ス
の
量
が
多
い
と
、
ス
ト
レ
ス
を
は
ね
返
す
こ

と
が
で
き
ず
、
ス
ト
レ
ス
に
潰
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
気
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
自
殺
の

動
機
と
し
て
最
も
多
い
健
康
問
題
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
経
済
上
の
問
題
や
家
庭
問
題
、
職
場

の
問
題
な
ど
が
あ
り
、
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、
私
た
ち
が
日
々
さ
ら

さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
で
も
社
会
で
も
私
た
ち
は
常
に
多
く
の

ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に

と
っ
て
、
何
が
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
っ
て
い

　

一
般
に
、
お
お
ら
か
な
性
格
で
気
持
ち
の
切

り
替
え
の
早
い
人
は
ス
ト
レ
ス
に
強
く
、
完
全

主
義
者
や
物
事
に
い
つ
ま
で
も
こ
だ
わ
る
タ
イ

プ
は
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
タ
イ
プ

・
趣
味
と
は
無
縁
で
、
運
動
も
し
な
い
。

・
頭
の
切
り
替
え
が
下
手

・
プ
ラ
イ
ド
が
高
す
ぎ
る

・
仕
事
が
す
べ
て
で
、
他
に
生
き
が
い
が
な
い

あ
な
た
は
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
ま
す
か
？

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
私
た
ち

ス
ト
レ
ス
に
強
い
人
、
弱
い
人

ストレスの原因

ストレスが招く体からのサインとは

・
生
活
に
変
化
が
な
い

・
内
向
的
で
神
経
質

・
人
に
甘
え
る
の
が
下
手

◆
ス
ト
レ
ス
に
強
い
タ
イ
プ

・
生
活
に
メ
リ
と
ハ
リ
が
あ
る

・
自
分
流
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
あ
る

・
家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て

い
る

・
気
分
転
換
が
う
ま
い

・
お
お
ら
か
で
構
え
な
い

・
仕
事
以
外
に
も
生
き
が
い
を
も
っ
て
い
る

る
か
に
気
づ
く
こ
と
も
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込

ま
な
い
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
が
ま
っ
た
く
な

い
生
活
は
苦
痛
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

進
歩
も
喜
び
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
「
こ

う
す
る
ぞ
！
」
と
い
う
目
標
を
立
て
た
り
、「
い

つ
ま
で
に
何
を
す
る
」
と
い
っ
た
期
限
を
決
め

た
り
、
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
た
り
、
と
い
っ
た
適

度
な
ス
ト
レ
ス
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、
充
実
感
や
満
足
感
を

得
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
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いこう
で

いこう
で

仏
像
の
多
面
、多
眼
、多
臂（
手
）

こ
の
十
月
に
、芦
ヶ
崎
小
学
校
四
年
生
と
集

落
の
石
仏
探
訪
に
出
か
け
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
、子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
眼
か
ら
飛
び
出

す
質
問
で
、「
仏
様
は
何
で
腕
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
」「
顔
も
い
く
つ
も
あ
る
よ
」「
手
に
何
か
持
っ

て
い
る
よ
」と　

仏
像
の
表
現
の
本
質
を
ズ
バ

リ
突
い
て
き
ま
す
。そ
の
質
問
を
受
け
て
、私
は

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
の
言
葉
の
少
な

さ
と
難
し
さ
を
、つ
く
づ
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、仏
像
の
種
類
に
よ
っ
て
、そ
の
性
格

や
役
割
の
違
い
が
仏
像
の
姿
形
に
表
れ
る
事
に

つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
と
の
対
話
か
ら
示
唆
を

與あ
た

え
ら
れ
た
こ
と
の
幾
つ
か
に
触
れ
て
み
ま
す
。

私
た
ち
人
間
と
は
違
い
、顔
や
眼
や
手
を
具そ
な

え
た
多
面
、多
眼
、多た

臂ひ
（
手
）の
仏
像
を
あ
げ
て

み
ま
す
と
十じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

、千せ
ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

、馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

、

如に
ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

、青し
ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。さ

ら
に
怒
り
と
威い

喝か
つ

の
表
情
を
し
た
不
動
明
王
を

思
い
出
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
仏
様
は
人
間
を
は

る
か
に
超
え
た
超
能
力
者
で
す
。そ
の
超
能
力

を
表
現
す
る
に
は
、効
力
を
象
徴
す
る
多
種
多

様
な
物
を
持
つ
か
、顔
や
眼
や
手
足
の
数
を
増

や
し
た
姿
形
に
す
る
こ
と
が
、わ
か
り
や
す
く

そ
し
て
自
然
な
考
え
方
で
し
ょ
う
。

人
間
を
超
え
る
能
力
に
救
い
を
求
め
る
仏

教
で
は
、超
能
力
を
具
え
た
多
面
、多
眼
、多
臂

（
手
）の
仏
の
姿
を
創
造
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

仏
像
の
薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

の
薬や
っ

壷こ

、聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

の
水す
い

甁び
ょ
う

、

不
動
明
王
の
剣
、青
面
金
剛
の
弓
矢
の
よ
う
に
、

そ
の
仏
の
働
き
を
示
す
持
ち
物
を
持じ

持も
つ

と
い
い

ま
す
。今
後
、折
に
触
れ
て
持
持
に
つ
い
て
、仏

像
と
と
も
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
つ
の
健
康
づ
く
り

Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ
う
!!

寒さに負けない
健康づくり

寒い冬を一つのきっかけにして、健康づく
りや仲間づくりを一緒にしましょう！

持
じ

持
もつ

の図（一部）

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
毎
週
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
卓
球
、
ロ

コ
チ
ャ
レ
の
３
つ
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。
普
段
使
っ
て
い
な

い
筋
肉
へ
の
適
度
な
刺
激
で
全
身
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
で
す
。

　

卓
球
は
、
初
心
者
の
方
か
ら
経
験
し
た
こ
と

の
あ
る
方
ま
で
、
み
ん
な
で
笑
い
あ
い
な
が
ら

ボ
ー
ル
の
打
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
昔
、
職
場

や
仲
間
と
卓
球
を
し
て
い
た
み
な
さ
ん
、
卓
球

に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

雪
が
降
り
、
寒
く
て
な
か
な
か
外
に
で
る
こ

と
が
お
っ
く
う
に
な
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
寒
く
な
る
ま
で
は
外
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康
づ
く
り
を
し
て
い

た
み
な
さ
ん
も
身
体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
今
回
は
冬
で
も
継
続
し
て

行
え
る
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ロ
コ
チ
ャ
レ
は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。
ゴ
ム
バ
ン

ド
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
バ
ラ

ン
ス
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
膝
の

痛
み
が
軽
減
し
た
方
も
い
ま
す
。

　

広
報
つ
な
ん
12
月
20
日
号
に
合
わ
せ
て
Ｔ
ａ

ｐ
の
活
動
を
紹
介
し
た
広
報
紙
を
配
布
し
ま
し

た
。
今
年
の
４
月
か
ら
様
々
な
活
動
を
通
し
て

人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
広
が
り
ま
し
た
。

種　目 曜　日 時　間 会　場

エアロビクス 月曜日

10:30
  〜 11:30

総合センター
19:00
  〜 20:00

卓　　球
月曜日

20:00
  〜 21:30

総合センター

水曜日
13:30
  〜 15:00

ロコチャレ 火曜日
10:30
  〜 11:30

そだき苑

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

199
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平
成
26
年
度

津
南
町
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
要
望

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
10
月
〕

　

25
日　

第
28
回
総
会
・
振
興
部
会

〔
11
月
〕

　

５
日　

農
業
委
員
大
会

　

15
日　

中
越
協
議
会
研
修
会

　

23
日　

狭
山
市
農
業
祭

　

25
日　

第
29
回
総
会

　
　
　
　

町
政
懇
談
会

〔
12
月
〕

　

９
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
12
月
〕

　

25
日　

第
30
回
総
会

〔
１
月
〕

　

27
日　

第
31
回
総
会

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
・
議
会
懇
談
会

　

農
業
委
員
会
は「
農
業
者
の
公
的

代
表
組
織
」で
あ
り
ま
す
。地
域
、集

落
、関
係
組
織
で
の
話
し
合
い
を
通

し
て
出
さ
れ
た
問
題
、課
題
、さ
ら
に

農
政
に
対
す
る
意
見
、要
望
等
を
町

並
び
に
国
県
に
対
し
、建
議
と
い
う

形
で
提
言
す
る
役
割
を
持
っ
て
お
り
、

11
月
に
平
成
26
年
度
に
対
す
る
要
望

書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

１
．稲
作
振
興
対
策

①
津
南
町
認
証
米
制
度
の
継
続

②
津
南
ブ
ラ
ン
ド
米
の
独
自
販
売
経

路
へ
の
取
組
み
と
販
売
戦
略
の
強
化

③
津
南
版
コ
ス
ト
低
減
策
の
構
築

④
米
の
消
費
拡
大
運
動
の
展
開

２
．畑
作
振
興
対
策

①
基
幹
作
物
栽
培
の
推
進
と
新
品
目

へ
の
取
組
み

②
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策（
電
気

柵
設
置
等
）へ
の
支
援

③
雪
下
ニ
ン
ジ
ン
の
経
費
削
減
対
策

へ
の
支
援

④
雪
を
活
用
し
た
畑
作
物
の
早
期　

確
立
と
普
及
促
進

大地に生きる

　水稲 1.2ha、畑 2ha を経営中です。畑では花卉
栽培を行っていて、主な品種は「アスター・サン
ディルシー」で 20 種類を育てています。
　毎日が真剣勝負ですが、花卉づくりは、自分で
いうのも何ですが、仕事をしながら花に癒されて、
喜びを感じる農業だと思っています。

大平　清さん（56歳）

３
．畜
産
振
興
対
策

①
家
畜
排
泄
物
処
理
法
へ
の
適
正
指

導
の
実
施

②
家
畜
伝
染
病
の
未
然
防
止
対
策

③
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
連
携
に

よ
る
堆
肥
処
理
対
策

４
．担
い
手
・
後
継
者
対
策

①
新
規
就
農
者
及
び
後
継
者
へ
の
支

援
体
制
の
強
化

②
認
定
農
業
者
、家
族
経
営
、農
業
法

人
へ
の
支
援
の
継
続

５
．地
域
振
興
対
策

①
農
業
と
観
光
の
連
携
に
よ
る「
津

南
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

②
地
場
産
農
作
物
及
び
米
粉
の
利
用

促
進
と
消
費
拡
大

③
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
性
の
検
証

狭
山
市
農
業
祭
で

　
　

津
南
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

 

ー
狭
山
市
農
業
祭
ー

⇒
津
南
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
と
し
て
規
格
統

一
を
考
え
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
。来
年
度
で
は

新
植
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
23
日
、
狭
山
市
Ｊ
Ａ
い
る
ま

野
で
開
催
さ
れ
た
農
業
祭
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
朝
早
く

か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
会
場
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
こ
が
ね
も

ち
、
米
粉
、
手
作
り
の
漬
物
、
ユ
リ

切
花
「
雪
美
人
」
を
持
参
し
出
店
し

ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
狭
山
市

民
農
業
体
験
で
田
植
え
、
稲
刈
り
を

し
て
収
穫
さ
れ
た
お
米
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
狭
山
市
と
の

「
都
市
と
農
村
の
交
流
」
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

↑たくさんのお客さんでにぎわう狭山市農業祭の様子。
　毎年、津南の農産物を楽しみにしているかたも多く、午前中で品物がなくな
るほど好評でした。今年は、昨年の来場者の要望に応えて、「雪美人」（ユリ）
を多めに持っていったのですが、瞬く間に売り切れてしまいました。
　都市部の消費者と顔を合わせ、話を聞くことで、新たな生産意欲と課題を見
出すことができました。
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皮の力
　＊＊＊日本の食文化「和食」が無形文化遺産に登録
されました。世代を越えて受け継がれ、地域の結びつ
きを強めている伝統食文化に対し登録が決まったとの
ことです。本当にうれしく思います。＊＊＊
　
さて今回は、普段は捨ててしまう、皮の活用法を一

つご紹介します。
みなさんも、ミカンの皮を干して土に混ぜると害虫

予防になると聞いたことがあると思います。それと同
じで、畑に小さくちぎったミカンの皮をそのまま播い
てみました。すると、たくさんいたアブラ虫が全然見
えなくなったのです。驚きました。
冬の間は、生ではとっておけませんので、ちぎって

干しておきます。そうすれば、何年でも使えます。春
以降に出回る柑橘類は、乾燥させなくてもそのまま細
かくちぎってパラパラ撒く方がよく効きます。外国産
の皮は収穫してから時間が経ち過ぎているため、効き
目はないそうです。ビニールマルチの上からでもよく

効きます。
この冬、みかんの皮の再利用にチャレンジしてみま

せんか?!皆さんも、来年の畑でぜひお試しを♪

結婚相談員から

を込めて
愛

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　樋口久子（反里口）

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ　

Ｏ
ｎ
！

今
回
は
、
今
月
１
日
に
結
婚
相
談
員
会
議
が

主
催
し
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の

報
告
を
兼
ね
、
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
男
女

18
名
と
、
昨
年
に
比
べ
ま
す
と
参
加
数
は
減
り

ま
し
た
が
、
め
で
た
く
３
組
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。

始
ま
り
こ
そ
多
少
の
緊
張
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
会
場
に
は
、
終
始
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
昨

年
同
様
に
盛
り
上
が
り
の
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

前
回
か
ら
、
自
己
紹
介
カ
ー
ド
の
導
入
や
、

気
に
な
る
人
を
、
初
対
面
・
中
間
・
最
後
に
と

の
三
段
階
に
分
け
て
、
印
象
を
記
入
し
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
内
容
も
、

友
人
や
仲
間
同
士
で
か
た
ま
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
事
前
に
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、
さ
ら
に

時
間
を
区
切
り
席
替
え
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
ル
ー
ル
を
設
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
話
が
自
然
と
弾
む
き
っ

か
け
に
な
っ
た
り
、
お
互
い
に
話
を
し
て
み
た

い
け
れ
ど
な
か
な
か
切
り
出
せ
な
い
か
た
に
は
、

カ
ー
ド
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
の
切
り
口

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
回
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
時
に
は
、
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
毎
回
、
相
談
員
で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
素
敵
な
出

会
い
の
空
間
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
反
省
点
も
今
後
の
活
動
に

活
か
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
会
い
の
場

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
ず
は
こ
う
い
っ
た
出
会
い
の
場
に
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
恥
ず
か
し
い
、
参
加
し
て
何
を

話
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で

参
加
を
躊
躇
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
た
も
居
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
か
た
の
た
め
に
、

参
加
者
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
（
講
習
会
）
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
員
へ
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

来
年
３
月
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
ク
ッ

キ
ン
グ
デ
ー
ト
」
と
題
し
、
男
女
一
緒
に
料
理

を
作
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。
共
同
作
業

の
な
か
か
ら
新
た
な
出
会
い
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

さ
あ
、
素
敵
な
出
会
い
を
求
め
、
一
歩
前
に

進
も
う
！結

婚
相
談
員　

福
原
茂
宝
（
大
割
野
）



戸 籍 の 窓

■人口10,570（−14）　男5,141（−9）　女5,429（−5）

■世帯数3,604（−5）　■転入／ 10　■転出／ 19　■出生／ 3　■死亡／ 8　■婚姻／ 512月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第４回　Myコレクション展
　会期：平成26年2月8日㈯～ 3月2日㈰
　毎回好評をいただき、

４回目をむかえるMyコ

レクション展！

　町内外からさまざまな

コレクションを募集し、

展示いたします。

　王道から意外な物まで、

ジャンルは問いません。

あなたはもちろん、知人が「こんな物を集めている」という情

報がありましたら、是非ご一報ください。

●応募締切／ 1月26日㈰
●持込・展示作業期間／ 1月26日㈰〜 2月8日㈯
●お問合せ先／なじょもん友の会（石沢）　℡.765-3113

●めざせ！苗場山麓ジオパーク　ガイド募集中!!
　津南町では「めざせ！苗場山麓ジオ

パーク」と題し、長野県栄村と協力して

ジオパーク認定を目指しています。

　ジオパークとは、大地（ジオ）の活動・

動植物などの自然（エコ）・縄文文化や

雪国文化（カルチャー）の3つの地域の

「宝」を、総合的に守り活用していこうと

いうものです。

　そこで、これらを紹介していただくガ

イドを募集いたします。また、1月には

「ガイド養成講座」も開催予定です。

　一緒に地域の「宝」を探し、守り伝えて

いきましょう！

●お問合せ先／津南町教育委員会　℡.765-2299
　　　　　　　なじょもん　　　　℡.765-5511

風巻　優
ゆ い

衣（大割野） 大五郎さん
 優美さん

中澤　結
ゆう

陽
ひ

（中深見） 裕太さん
 利枝さん

村山　サクさん	 （99歳・上段）
大口　さとさん	 （88歳・芦ケ崎）
藤木　正一さん	 （91歳・谷内）
江村　良平さん	 （77歳・割野）
山田　忠一さん	 （85歳・朴ノ木坂）
島田　誠さん	 （63歳・正面）

久保田ふささん	 （100歳・恵福園）
島田　フクさん	 （90歳・宮野原）

　
あ
っ
と
い
う
間
に
年
の
瀬
で
す
。本
紙
を
ご
覧

い
た
だ
く
頃
は
一
年
で
一
番
昼
が
短
い「
冬
至
」

で
し
ょ
う
か
。厳
し
い
冬
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
と
夜
が
短
く
、昼
が
長

く
な
り
ま
す
。そ
れ
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
来
年
も
良
い
年
を
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります1 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

12日㈰ 13：30〜15：30 アンギン編み 1,000 中学年から

13日㈷ 13：30〜15：30 ヤママユガの糸とり 300 高学年から

19日㈰ 13：30〜15：30 わら細工 500 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

桑原　隆宏さん（貝坂）
桑原　悠さん（貝坂） ｝
津端　健三さん（外丸）
口　紗弥花さん（十日町市）｝

草津　圭吾（赤沢）
大谷　美晴（群馬県） ｝

除雪作業は
　「一人でしない」
　「無理しない」
　「落雪・転落気をつけて」

結東の柱状節理と石垣田《 

先
月
の
訂
正 

》

先
月
号
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て「
上
野
集
落
」と
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、正
し
く
は
、

「
田
中
の
原
」と
い
う
こ
と
で
し

た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　
津
南
病
院
開
設
50
周
年
に
ぴ
っ
た
り
の
笑
顔
。

幸
く
と
書
い
て「
さ
く
」と
も
読
む
そ
う
で
す
。14
ペ
ー
ジ
に
紹
介
の

あ
る「
千
年
の
百
冊
」万
葉
集
の
一
節
か
ら
引
い
て
み
ま
し
た
。笑
顔
は

健
康
の
素
、心
配
は
病
気
の
素
で
す
。今
日
も
笑
顔
で
い
き
ま
し
ょ
う
。


